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表⾯プラズモンポラリトンの応⽤研究

⾦属に光が⼊射するとその表⾯で反射することはよく知られています。ところが、反射せずに
⾦属表⾯に光が、表⾯プラズモンポラリトンとして閉じ込められることがあります。普段、⾃由
に⾶び交う光が⾦属表⾯という狭い領域に閉じ込められるわけですから、そこでは強い光の場が
⽣じており、光学的作⽤も向上します。我々はその効果を利⽤したホログラフィやセンサーの研
究を⾏っています。
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